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和布－干飯崎沖断層北部～柳ヶ瀬断層南部

今回の調査のポイント

海上音波探査の模式図

敦賀
発電所

▲

0                  10km

山中断層

今回の評価

古い断層

山中断層のボーリングベイケーブル調査の模式図
ベイケーブル

③断層の存否，性状に関するデータ拡充

（高密度・高分解能の海上音波探査，ベイケーブル調査）

①文献の推定断層周辺のデータ拡充

（変動地形調査，他機関データの再解析）

②連続性に関するデータ拡充

（高密度・高分解能の海上音波探査）

⑦断層の南方への連続性などの地下構造の状況を調べるため，自主的に補足調査

（詳細地表地質調査，反射法地震探査（2測線，3490m），ボーリング調査（2孔，167m） ）

④甲楽城断層南端：岩脈の分布に関するデータ拡充（詳細地表地質調査，オーガーボーリング調査）

⑤山中断層：岩脈の分布に関するデータ拡充（詳細地表地質調査，ボーリング調査（1孔，60m） ）

⑥柳ヶ瀬断層北端：岩脈の分布に関するデータ拡充（詳細地表地質調査）
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和布-干飯崎沖断層～甲楽城断層～日野川断層のまとめ

断層の活動性断層の連続性

・後期更新世以降の活動あり

・和布-干飯崎沖断層と甲楽城

断層では，走向・傾斜や変位セ
ンスに差異が認められる

越前海岸沿岸部に海成段丘
面を隆起させる東側隆起の海
域断層

（海成段丘面の分布標高が高
い鮎川，和布の前面にも海域
断層を推定）

河成中位段丘面に影響を与
えていないことから，後期更新
世以降の活動はない

陸域では，走向を徐々に変え，
日野川断層に連続

断層破砕幅が急激に小さくな
り，中期中新世の安山岩岩脈
に影響を与えていないことから，
大谷付近では少なくとも後期更
新世以降の活動はない

甲楽城断層（海域）は大谷南
方の陸域断層に連続

活動セグメント
和布-干飯崎沖断層北部セグメント

和布-干飯崎沖断層南部セグメント

甲楽城断層セグメント

明瞭なステップ

20°以上の屈曲

変位センス

累積変位量の急変

活動セグメント

活動セグメントの区分根拠5km0
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地震調査研究推進本部の公表内容

柳ヶ瀬・関ヶ原断層帯
・柳ヶ瀬・関ヶ原断層帯主部

・浦底－柳ヶ瀬山断層帯

平成16年１月14日公表北部 48km

中部 12km

南部 45km

柳
ヶ
瀬
・関
ヶ
原
断
層
帯
主
部

100km

25km
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中田・今泉編

「活断層詳細デジタルマップ（2002）」

活断層研究会編

「新編 日本の活断層（1991）」

確実度Ⅰ：活断層であることが確実なもの
確実度Ⅱ：活断層であると推定されるもの
確実度Ⅲ：活断層の疑いがあるリニアメント

活 断 層：過去に繰り返し動いてきた跡が地形に現れ，今後も活
動を繰り返すと考えられる断層

推定活断層：地形的な特徴により活断層の存在が推定されるが，
現時点では明確には特定できないもの

西側隆起Ⅰ約4.7km（図読）１８鮎川断層

北側隆起Ⅱ0.5km１７和良断層

変位の向き確実度長さ断層名

和布－干飯崎沖断層に関する文献（陸域）

西側隆起活断層3.7km（図読）①名称なし

北側隆起活断層0.3km（図読）②名称なし

変位の向き分類長さ断層名

①

②

10km0 10km0
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中田・今泉編

「活断層詳細デジタルマップ（2002）」

岡田・東郷編

「近畿の活断層（2000）」

活断層研究会編

「新編 日本の活断層（1991）」

確実度Ⅰ：活断層であることが確実なもの
確実度Ⅱ：活断層であると推定されるもの
確実度Ⅲ：活断層の疑いがあるリニアメント

確実度Ⅰ：活断層であることが確実なもの
確実度Ⅱ：活断層であると推定されるもの

活 断 層：過去に繰り返し動いてきた跡が地形に現れ，今後も活
動を繰り返すと考えられる断層

推定活断層：地形的な特徴により活断層の存在が推定されるが，
現時点では明確には特定できないもの

東側隆起Ⅱ14kmS1 若狭湾断層群

東側隆起Ⅱ16km35 甲楽城断層

変位の向き確実度長さ断層名

北東側隆起Ⅱ9km3 甲楽城断層

変位の向き確実度長さ断層名

－
推定活断層

1.6km
（図読）

①柳ヶ瀬断層帯

変位の向き分類長さ断層名

甲楽城断層に関する文献（陸域）

5km0

①
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福井県

「柳ヶ瀬断層帯（甲楽城断層，山中断層）に関する

調査報告書（1997）」

海上保安庁水路部

「5万分の1沿岸の海の基本図 若狭湾東部（1980）」

北東側隆起
伏在推定

断層
約15km①（記載なし）

西側隆起伏在断層最大約13km②（記載なし）

変位の向き分類長さ断層名

和布－干飯崎沖断層～甲楽城断層に関する文献（海域）

北東側隆起推定断層約20km（大谷沢～F-0断層）①甲楽城断層

東側隆起推定断層約5km（図読）② F-1

東側隆起断層約7km（図読）③ F-2

東側隆起推定断層約2km（図読）④ F-3

東側隆起撓曲約4km（図読）⑤ T-0

変位の向き分類長さ断層名

①

②

F‐0

大谷沢

①

②

③

④

⑤

5km0 3km0
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和布－干飯崎沖断層～甲楽城断層南部付近に関する調査（追加調査）

【海 域】
高密度・高分解能の海上音波探査等

【甲楽城断層南部】
詳細地表地質調査

【山中断層】
詳細地表地質調査
ボーリング調査
年代試料分析

【柳ヶ瀬断層北部】
詳細地表地質調査

【日野川断層】
詳細地表地質調査
打ち込み式ボーリング
年代試料分析

→ 後期更新世以降

の活動はない

→ 文献が示す活断層

はない

→ 後期更新世以降

の活動はない

→ 後期更新世以降

の活動はない

5km0
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和布－干飯崎沖断層～甲楽城断層付近の地形の特徴

干
飯
崎

越
前
岬

大
味

鮎
川
町

和
布
町

甲
楽
城

大
谷浜

島
町

①後期更
新世の海
成段丘面
は，越前岬
～大味付
近で標高
が高い

②海成段丘面は南北方向の傾動軸を持ち，東
側へ傾動

海成段丘面（堆積年代）

○ Ｍ１面（約12万年前）

× Ｍ２面（約10万年前）

△ Ｍ３面（約８万年前）

海成段丘
面の隆起
速度は，後
期更新世
を通して概
ね等速

海成段丘堆積面の形成年代，古海面高度を考慮

5km0

M2面標高の等高線
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和布－干飯崎沖断層～甲楽城断層（海域）の走向・傾斜

NBWMS12.3

NBWM15

B層上面

C層上面

R層上面

断層

ＮＷ走向

約60～90°北東傾斜

北

部

南

部

ＮＳ走向

約30～60°東傾斜

北部と南部の断層で

走向・傾斜に差異がある
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0 10km

NBWMS11.5

NBWM12.3

NBWM15

北

部

南

部

北部と南部の断層の累積変
位量は連続的ではない

B層上面

C層上面

R層上面

断層

和布－干飯崎沖断層～甲楽城断層（海域）の累積変位量

北部の断層
は南方に向
かって累積変
位量を減じ，干
飯崎付近では
累積変位量が
大きく変化
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和布－干飯崎沖断層～甲楽城断層（海域）の

後期更新世以降の地層の厚さ

後期更新世以降の地層の厚さは，北部の方が南部よ
り大きい

層厚100～150ｍ程度

層厚70～90ｍ程度

後期更新世以降，北部の方が南部より縦ずれ量が大
きく，断層運動による沈降量が大きいことが示唆される

北

部

南

部

北部と南部の特徴を踏まえ，次のように呼称

（北部）和布-干飯崎沖断層 （南部）甲楽城断層

0 10km
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甲楽城断層（海域）の南方陸域への連続性

0 10km

大谷

0 1km
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甲楽城断層（海域）の南方延長（大谷付近）

断層

海域断層南方延長部の海岸に
ＮＷ走向，高角度傾斜の断層（断
層破砕部は幅200ｍ程度の範囲

で数条分布）

甲楽城断層（海域）の南部は，ベイケーブ
ル調査などから陸域（大谷付近）の断層に
連続

甲楽城
断層（海
域）南方延
長陸域に
ＮＷ方向
の直線谷
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直線谷を横断して安山岩岩脈
（約18.6Ma）が横断して分布

甲楽城断層南付近の地質の概要

断層

直線谷の谷頭付近にも
断層破砕部を確認

直線谷と同じ方向の断層破砕部

（幅約60～100cmの角礫状破砕部）

・甲楽城断層（海域）は，大谷南東方の陸域断層と連続

・谷頭付近の断層は断層破砕幅が急激に小さくなり，中
期中新世の安山岩岩脈を変位させていないことから，谷
頭付近では後期更新世以降の活動はないと判断される
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0 10km

日野川断層付近の地質の特徴
【整然相】
堆積作用で形成された層理面を保存
（本地域は砂岩層と砂岩優勢の砂岩泥岩互層）

【混在相】
鱗片状劈開が発達し、剪断変形を受けて元の地層が混在
（本地域は泥質基質中にレンズ状チャート、珪質泥岩、砂岩を含む）

写真は狩野・村田(2000) 
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0 10km

甲楽城断層～日野川断層の断層

ほぼ鉛直の幅約１ｍの礫混
じり粘土状破砕部

ほぼ鉛直の幅約２０ｃｍの粘
土状破砕部

幅数m以上の破砕部

幅数10cmの破砕部

断層（走向・傾斜が分かるもの）

大谷付近の海岸で見られた幅の広い破砕帯は日野
川断層に続くものと考えられる。

破砕部の組織を明瞭に切断する
平面的な断層は認められない
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0 10km

日野川断層は後期更新世以降の
活動はないと考えられる

No.1 No.2 No.3

リニアメント延長部に河成中位段丘面が分布
（オーガーボーリングでＡＴ，ＤＫＰ，Ｋ－Ｔｚを確認）

No.1No.2 No.3

No.1孔

No.2孔 No.3孔

段丘面に変位・変形は認められない

日野川断層の活動性（橋立付近） 17



山中断層の評価のまとめ

断層の活動性

中期中新世の流紋岩岩脈に
影響を与えておらず，文献が活
構造の推定根拠としている数
百ｍの左横ずれはないことから，
少なくとも後期更新世以降の活
動はない

破砕部は膨縮し直線性も低い
ことから，少なくとも後期更新世
以降の活動は示唆されない

断層の連続性

リニアメント付近には規模の
小規模な破砕帯が認められる

山中断層は耐震設計上考慮対象外

5km0
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中田・今泉編

「活断層詳細デジタルマップ（2002）」

岡田・東郷編

「近畿の活断層（2000）」

活断層研究会編

「新編 日本の活断層（1991）」

確実度Ⅰ：活断層であることが確実なもの
確実度Ⅱ：活断層であると推定されるもの
確実度Ⅲ：活断層の疑いがあるリニアメント

確実度Ⅰ：活断層であることが確実なもの
確実度Ⅱ：活断層であると推定されるもの

活 断 層：過去に繰り返し動いてきた跡が地形に現れ，今後も活
動を繰り返すと考えられる断層

推定活断層：地形的な特徴により活断層の存在が推定されるが，
現時点では明確には特定できないもの

左横ずれⅡ5km36 山中断層

変位の向き確実度長さ断層名

左横ずれⅡ5.5km2 山中断層

―Ⅱ1.7km（図読）① 名称なし

変位の向き確実度長さ断層名

山中断層に関する文献

左横ずれ活断層
約1.2km
（図読）

②柳ヶ瀬断層帯

左横ずれ活断層
約5.0km
（図読）

①柳ヶ瀬断層帯

変位の向き分類長さ断層名

①

②
①

5km0
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山中断層付近の水系と尾根の分布

0 10km

0 1km

尾根・河谷には系統的な屈曲は認められない
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山中断層付近の地形・地質の概要

断層

0 10km

屈曲する谷を横
断する流紋岩岩脈

21



山中断層を横断する流紋岩岩脈

フィッション・トラック法年代測定：約19.2Ma

破砕部は膨縮し直線性も低い

文献が活構造の
推定根拠としてい
る数百ｍの河谷の
左横ずれは，流紋
岩岩脈の分布から
は推定されない

0 200m
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柳ヶ瀬断層の評価のまとめ

断層の活動性

北部では，中期中新世の安
山岩岩脈に影響を与えていな
いことから，少なくとも後期更新
世以降の活動はない

後期更新世以降の活動が認
められる

断層の連続性

褶曲軸に位置する直線性の高
い断層からなる

活動セグメント
柳ヶ瀬断層北部セグメント

柳ヶ瀬断層南部セグメント

南端付近では，分岐し，走向
が東側へ変化する傾向が見ら
れ， 南方の鍛冶屋断層と連続
する明瞭な断層はない

20°以上

の屈曲

0 20km

活動セグメント

活動セグメントの区分根拠
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中田・今泉編

「活断層詳細デジタルマップ（2002）」

岡田・東郷編

「近畿の活断層（2000）」

活断層研究会編

「新編 日本の活断層（1991）」

確実度Ⅰ：活断層であることが確実なもの
確実度Ⅱ：活断層であると推定されるもの
確実度Ⅲ：活断層の疑いがあるリニアメント

確実度Ⅰ：活断層であることが確実なもの
確実度Ⅱ：活断層であると推定されるもの

活 断 層：過去に繰り返し動いてきた跡が地形に現れ，今後も活
動を繰り返すと考えられる断層

推定活断層：地形的な特徴により活断層の存在が推定されるが，
現時点では明確には特定できないもの

東側隆起，

一部左横ずれ
Ⅰ～Ⅲ37km38 柳ヶ瀬断層

変位の向き確実度長さ断層名

東側隆起一部左横ずれⅠ～Ⅱ19km4 柳ヶ瀬断層

左横ずれ東側隆起Ⅰ～Ⅱ10km1 柳ヶ瀬断層

変位の向き確実度長さ断層名

柳ヶ瀬断層に関する文献

左横ずれ

東側隆起

活断層及び

推定活断層

約28km

（図読）
①柳ヶ瀬断層帯

変位の向き分類長さ断層名

①

24



柳ヶ瀬断層の活動時期に関する調査結果

0 10km 0 20km

二ツ屋

板取

栃ノ木峠

中河内

椿坂

雁ヶ谷

中之郷

木之本
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柳ヶ瀬断層の活動時期に関する調査結果

福井県（1998）
約10万年前以降の断層活動の存在は疑わしい

武藤他（1981）
34,250y.B.P.以前の扇状地性堆積物に断層変位を与えていない

電気事業者
44,810±810y.B.P.の木片を含む扇状地堆積物に変位は認められない

吉岡他（1998）
断層は鬼界アカホヤテフラ（約7,300年前）を含む地層に覆われている

杉山他（1993）
最新活動時期は1,200年代後半～1,400年代初頭に起きた可能性がある

武藤（1981）
4,180±140y.B.P.，4,180±150y.B.P.の腐植土層に変位を与えている

電気事業者
縄文土器を含む腐植土に変位を与えている

武藤（1981）
断層によって切られている腐植土層中の１４C年代は28,300±450y.B.P.

電気事業者
安山岩岩脈がリニアメントを横断して連続していることから少なくとも

約1,800万年前以降活動していない

0 10km

電気事業者
河成中位段丘面に変位・変形は認められない。

河成中位段丘面を覆う地層には鬼界葛原テフラ（約9.5万年前）を含む

電気事業者
産総研の反射法地震探査記録を事業者が再解析した結果，音響基盤（美濃

－丹波帯中・古生層）に断層は推定されない

二ツ屋

板取

栃ノ木峠

中河内

椿坂

雁ヶ谷

中之郷

木之本

26



柳ヶ瀬断層に関する調査（追加調査）

ボーリング調査

→ 後期更新世以降の活動
はない

→ 南方に連続する明瞭な
断層構造は認められない

0 20km

【柳ヶ瀬断層北部】
詳細地表地質調査

【柳ヶ瀬断層南部】
反射法地震探査
詳細地表地質調査
ボーリング調査

0 10km

二ツ屋

板取

栃ノ木峠

中河内

椿坂

雁ヶ谷

中之郷

木之本
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柳ヶ瀬断層北端付近（二ツ屋付近）の地質の概要

断層

安山岩岩脈

0 20km

0 100m

軟質で直
線性の
高い断層 判読したリニアメントの直下において，後期更新世以降の活動

が示唆される断層を確認
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柳ヶ瀬断層北端付近（二ツ屋付近）の地質の概要

柳ヶ瀬断層北端部付近の拡大ルートマップ

柳ヶ瀬断層北方延長位置において，幅約

20mの安山岩岩脈が連続して分布していること

から，この付近では後期更新世以降の活動はな

いと判断

柳
ヶ
瀬
断
層
北
方
延
長
推
定
位
置
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0 5km

柳ヶ瀬断層南端付近（木之本付近）の地形・地質の概要

0 20km

木之本付近において柳ヶ瀬断層及び鍛冶屋断

層は屈曲し，それぞれのリニアメント及び断層の

分布は断層の末端形状の特徴を呈している

柳ヶ瀬断層

鍛冶屋断層
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柳ヶ瀬断層南端部付近

（古橋付近）の

反射法地震探査結果

高野地点ボーリング

基盤岩（美濃－丹波帯泥岩，砂岩）

第四系堆積物

地表

AT

古橋地点の測線位置

古橋測線 高野測線

古橋測線

高野測線

基盤岩（美濃－丹波帯泥岩，砂岩）

第四系堆積物

0 20km

柳ヶ瀬断層と鍛冶屋断層を連続させるよ

うな明瞭な断層構造は認められない
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Ａ測線

Ｂ測線

Ｂ２測線

田部地点ボーリング

基盤岩（美濃－丹波帯泥岩，砂岩）

古琵琶湖層群相当層

地表 AT

沖積層・上部更新統と推定

Ａ測線 Ｂ測線 Ｂ２測線

基盤岩（美濃－丹波帯泥岩，砂岩）
基盤岩（美濃－丹波帯泥岩，砂岩）

古琵琶湖層群相当層
沖積層・上部更新統と推定

沖積層・上部更新統と推定古琵琶湖層群相当層

0 20km

柳ヶ瀬断層南端部付近（高野付近）の
反射法地震探査

0

100

-100

-200

-300

-400

-500

-600

-700

-800

標
高
（ｍ
）

0

100

-100

-200

-300

-400

-500

-600

-700

-800

標
高
（ｍ
）

距 離（ｍ）
0 500 1000 1500

距 離（ｍ）
0 500 900

距 離（ｍ）
0 500 900

距 離（ｍ）
0 500 1000 1500

距 離（ｍ）
0 500 900

距 離（ｍ）
0 500 900

0

100

-100

-200

-300

-400

-500

-600

-700

-800

標
高
（ｍ
）

0

100

-100

-200

-300

-400

-500

-600

-700

-800

標
高
（ｍ
）

0

100

-100

-200

-300

-400

-500

-600

-700

-800

標
高
（ｍ
）

0

100

-100

-200

-300

-400

-500

-600

-700

-800

標
高
（ｍ
）

旧地質調査所が木之本地区で実施した反射法

地震探査記録を再解析した結果，柳ヶ瀬断層南

方延長部の基盤岩には断層は推定されない
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